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する」，「おく」の6 種類に分類することで，調理者や器具の動作上の制約を考慮した．  
調理手順最適化アルゴリズムでは，調理モデルに与える複数料理の調理開始順を，逐次，変更しなが
ら，調理時間を最小化する調理作業スケジュールを求める．その際，料理数の少ない場合には全数探索
法，多い場合にはシミュレーティッド・アニーリング法を採用することで，計算時間の短縮と解の高精
度化を実現した．シミュレーションおよび実際の調理実験により，調理モデルと併せて有効性を確認し
た． 
レシピ変換アルゴリズムでは，Web サイトに公開されている料理の調理レシピを，提案する調理モデ
ルの入力形式に変換する．形態素解析によりレシピを品詞の集合に分解した後，予め用意しておく定数
テーブルを用いて，動詞毎の調理作業への分類と所要時間の推定を行う．Web 公開レシピへの適用によ
り，その有効性を示した． 
最後に，調理ガイダンスシステムでは， Android 端末を用いて，調理者が次に実行すべき調理作業の
ガイダンスを行う．ここでは，献立確認機能，調理ガイダンス機能，調理時間計測機能を実装した．本
システムを用いた調理実験を行い，その有効性を確認した． 
以上より，本論文では，手作り料理の支援のための調理手順の最適化に関して，特筆すべき成果を挙
げており，博士（工学）の学位に値すると判定する． 
 
